	C-005
	胸の部位について
芥川　龍之介1)、川端　康成1)、山本　晋也2)、太宰　治1)、長嶋　茂雄3)、辰巳　琢郎4)
東京大学1)、日本大学2)、立教大学3)、京都大学4)

	　胸は体幹の前半を占める部分です。両側の肩甲骨前縁を結ぶ線より尾側で、最後肋骨から続く肋骨のライン（肋骨弓）までの領域で、背側を胸椎・腹側を胸骨・外側を肋骨で囲まれています。また、前肢の骨格である肩甲骨の表面も胸の部位に入ります。


	C-006
	前肢の部位について
芥川　龍之介1)、川端　康成1)、山本　晋也2)、太宰　治1)、長嶋　茂雄3)、辰巳　琢郎4)
東京大学1)、日本大学2)、立教大学3)、京都大学4)

	　前肢は体幹の頭側、すなわち胸から突出する部分です。肩甲骨は前肢骨（前肢を構成する骨）に含まれますが、胸壁表面に位置しており、体幹から突出していないため、前肢の部位としては扱われません。ゆえに、肩関節から遠位の部分が対象となります。体幹を動かすための器官であるため、外傷などを受けやすく、カルテの記載などで用語を使う頻度が高い部位だと言えます。
動物は、肢端の接地様式によって指節（指を構成する部分）の形態が大きく異なるため、注意が必要です。指行型・しょ行型の動物と蹄行型の動物とでは、使用される用語にも違いが生じます。一般の方が（イヌ・ネコの）“てのひら・あしのうら”と表現する部分は、『基節骨部掌面』にあたります。ヒトの“てのひら”は『中手骨掌面』に相当します。
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